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原油価格見通し：60ドル台半ばを中心に一進一退 原油

◆現状：60ドル台後半へ上昇

５月のＷＴＩ原油先物価格は、月前半に、

米欧での新型コロナワクチン接種の進展な

どから経済正常化への期待が高まった一方、

インドでの感染再拡大やＯＰＥＣの需要見

通しの下方修正が重石となり、65ドルを挟

んで一進一退の展開。

月後半は、イラン核合意の協議進展によ

り原油需給が緩和するとの思惑や、台湾な

どアジアでの感染再拡大を受けて一時60ド

ル近くまで下落。その後は、株価上昇によ

りリスク選好の動きが強まったほか、イラ

ン核合意の協議進展には時間を要するとの

見方が広がり、60ドル台後半へ上昇。

◆投機筋の買い越し幅は縮小

投機筋の原油先物買い越し幅は、イラン

核合意の協議進展への警戒やアジアなどで

の感染再拡大を受けて縮小傾向。

◆見通し：現行水準で推移
先行きを展望すると、米欧や中国を中心

とした景気回復による需要拡大期待や、Ｏ
ＰＥＣプラスによる減産枠組みの維持が原
油価格の下支えに作用する見込み。

一方、米国の原油生産の緩やかな持ち直

しや、イランなど減産免除国での増産を巡

る思惑、一部の新興国の感染再拡大による

経済正常化の遅れなどが価格抑制に作用し、

60ドル台の現行水準で推移する見通し。
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トピック：米ガソリン価格は一時的に高めの水準が続く公算 原油

◆ガソリン価格は約７年ぶりの水準

米国では、ガソリン価格が2014年10月以来

の水準となる３ドル台まで上昇。背景には、

以下の２点が指摘可能。

第１に、米国内の需要持ち直し。本年入

り以降、新型コロナのワクチン接種が進展

するなか、個人の外出機会が増加。実際、

米国の自動車走行距離は、３月には概ね例

年並みの水準まで回復。

第２に、米国の東海岸パイプラインの操

業停止。５月７日に運営会社がサイバー攻

撃を受け、メキシコ湾からの輸送が停止し

たことで、東海岸を中心にガソリン供給が

一時的に停滞。

当面を展望すると、パイプラインの操業

再開により、供給面からのガソリン価格上

昇圧力は緩和。もっとも、需要面からの上

昇圧力は強く、経済が正常化するなかで、

５月下旬以降、本格的なドライブシーズン

を迎えることから、夏場にかけては高めの

水準が続く公算。

◆需要拡大も供給余地あり

今後、供給制約がガソリン価格を突発的

に上昇させる可能性は小。ガソリン在庫は、

２月の寒波による製油所稼働停止等の影響

から減少したものの、例年並みの水準を維

持。加えて、本年入り以降、ガソリン生産

は順調に増加する一方、製油所の稼働率は

８割半ばに抑えられており、供給余力は十

分に残存。
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